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　一から何かを作り出すものづくりはと
ても難しい事のようですが、まずその場
面では何が目的なのか、そこに至るには
どんなステップが必要かをはっきりさせ
ると、少しずつ道筋が見えてきます。目標
がしっかりと定まれば、あとは「トライ・アン
ド・エラー！」あるのみ。そこに至る手段は
必ず何か見つかるはずです。

熊谷卓取締役会長 営業部　仲前治さん
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学校は
友達をつくるところです

教育用実習教材が世界各国の技術者養成に貢献

株式会社  新興技術研究所 

生産自動化や技術教育から
地震予知まで研究
　1963年の創立以来、熊谷卓取締

役会長は日本の自動化技術のリー

ダーとして、独創的な自動化ラインを

開発、提案してきました。強みは入念

なコンサルティングにより、お客さまに

最適な世界にひとつだけの自動化ラ

インを提案できること。省力化はもち

ろん、人員の適正配置によりお客さま

の会社全体の生産性向上に貢献して

います。技術教育事業では学校のほか

民間企業からの引き合いも増え、教育

だけでなく技術継承のためのツールと

しても需要が高まっています。

　ユニークなのは地震予知研究。地

震の前にはラジオにノイズが増えるこ

とに着目、ラジオ放送からノイズだけ

を取り出す装置を開発しました。海外

でも特許を取得し注目を集めており、

現在の予知率83％をさらに高めるた

めに努力を続けています。

　難しい仕事が多く時には赤字になる

案件もありますが、そういう技術開発

こそ無形の財産だと熊谷会長は言い

ます。そうした財産がいずれ役に立つ

と、常に未来を見つめています。

　メカトロ実習教材はもともと自動化の技術指導先に、メカニズムを教えるため
に開発したものですが、国内の多くの大学や専門学校、企業に採用され、国際競
争に負けない技術者の養成に活用されています。またODAを含め海外からの
引き合いも増え活躍の場は世界に広がっています。その発展形として、パソコン
上でモジュールを動かす「メカトロシミュレーター」が技能五輪でもシステムに
採用され、2015年の競技会から使用されます。

モジュールを自由に組み合わせてメカニズムの動作
を体験学習できる

実習教材にはこうした単体モジュール
が 200 種類以上用意されている

カザフスタンのナザルバエフ大学で現地の先生にレクチャーする熊谷英樹専務取締役 ( 右 )
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何をするのか目的がわかれば何かの手段はある
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